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委員会のうごき
　

委
員
会
で
審
査
し
た
議
案
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
度
八
潮
市
一
般
会

１６

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
分
割
付

託
を
は
じ
め
、
平
成　

年
第
３
回
定

１６

例
会
に
お
い
て
、
継
続
審
査
と
し
た

草
加
市
・
八
潮
市
合
併
協
議
会
の
設

置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
な
ど
の

５
議
案
で
し
た
。

　

平
成　

年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補

１６

正
予
算
（
第
５
号
）
の
関
連
で
は
、

「
債
務
負
担
行
為
補
正
の
小
中
学
校

用
机
椅
子
購
入
費
に
つ
い
て
、
前
年

度
よ
り
増
え
て
い
る
理
由
は
」
と
の

質
疑
に
対
し
、「
生
徒
数
の
増
加
、

予
備
の
机
椅
子
の
購
入
及
び
机
椅
子

の
単
価
の
違
い
に
よ
る
」
と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

草
加
市
・
八
潮
市
合
併
協
議
会
の

設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
で
は
、

意
見
と
し
て
、「
５
市
１
町
の
合
併

に
は
時
間
が
か
か
る
が
、
今
後
の
行

政
運
営
は
、
広
域
的
に
行
わ
な
け
れ

ば
財
政
的
に
成
り
立
た
な
い
こ
と
か

ら
、
５
市
１
町
の
合
併
協
議
会
を
設

置
す
る
方
向
で
動
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
議
案
第　

号
草
加

７７

市
・
八
潮
市
合
併
協
議
会
の
設
置
に

関
す
る
協
議
に
つ
い
て
は
、
反
対
す

る
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

別
の
意
見
と
し
て
、「
今
回
の
審

査
の
争
点
は
、
５
市
１
町
の
合
併
の

ビ
ジ
ョ
ン
と
時
期
、
法
定
合
併
協
議

会
が
解
散
し
た
場
合
の
無
駄
な
費
用

の
問
題
、
合
併
に
対
し
て
の
議
論
が

足
ら
な
い
と
い
う
３
点
に
集
約
さ
れ

て
い
る
と
思
う
。
今
回
の
住
民
発
議

は
、
未
だ
実
施
さ
れ
て
い
な
い
草
加

市
と
合
併
し
た
場
合
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
民
主
的
な
話
し
合
い
の

場
を
求
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

住
民
発
議
は
、必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ
っ
た
、
か
け

が
え
の
な
い
も
の
で
あ
る
。
議
会
制

民
主
主
義
と
こ
の
八
潮
市
議
会
の
正

義
に
照
ら
し
合
わ
せ
、
そ
の
正
義
が

こ
こ
に
存
在
す
る
こ
と
を
信
じ
、
委

員
の
皆
様
に
正
義
の
判
断
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
、
賛
成
の
立
場
の
討

論
と
す
る
」
と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
、
意
見
と
し
て
、「
子
や

孫
に
と
っ
て
本
当
に
合
併
が
良
い
こ

と
か
、
財
政
や
、
住
民
の
利
益
、
利

便
、
サ
ー
ビ
ス
や
、
住
民
負
担
が
ど

う
な
る
の
か
に
つ
い
て
、
更
に
、
国

の
動
向
を
踏
ま
え
、
す
で
に
合
併
を

行
っ
た
自
治
体
の
現
状
か
ら
も
学
び
、

一
層
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
。
前
議
会
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、

私
た
ち
は
、
合
併
が
す
べ
て
駄
目
で

あ
る
と
は
主
張
し
て
い
な
い
。

　

し
か
し
、
自
治
体
の
リ
ス
ト
ラ
と

も
い
わ
れ
る
、平
成
の
大
合
併
は
、国

に
よ
る
一
方
的
な
押
し
付
け
の
様
相

が
一
層
強
ま
っ
て
き
て
い
る
の
が
今

度
の
合
併
特
例
法
改
正
を
見
て
も
明

ら
か
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
議
案
第　
７７

号
草
加
市
・
八
潮
市
合
併
協
議
会
の

設
置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
、
反

対
す
る
」と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

草
加
市
・
八
潮
市
合
併
協
議
会
の
設

置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
を
否
決

し
、
そ
れ
以
外
の
４
議
案
に
つ
い
て

は
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま

し
た
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
度
八
潮
市
一
般

１６

会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
の
分
割

付
託
を
は
じ
め
、
平
成　

年
度
八
潮

１６

市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
な
ど
の
あ
わ
せ
て

　

議
案
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

１２
　

議
案
審
査
の
前
に
、
本
委
員
会
に

関
連
あ
る
所
管
事
務
の
調
査
の
た
め
、

「
垳
川
橋
梁
工
事
現
場
、
下
水
道
汚

水
管
渠
築
造
工
事
予
定
現
場
及
び
道

路
応
急
工
事
予
定
現
場
」
の
現
地
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
八
潮
市
一
般
会
計
補

１６

正
予
算
（
第
５
号
）
の
関
連
で
は
、

「
八
潮
南
部
中
央
地
区
電
線
共
同
溝

の
整
備
範
囲
は
」と
の
質
疑
に
対
し
、

「
八
潮
駅
前
の
関
係
で
、
垳
三
郷
線

１
３
８
５
メ
ー
ト
ル
、
駅
前
通
り
南

口
線　

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
全
体
で

９６

１
４
８
１
メ
ー
ト
ル
を
予
定
し
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
八
潮
市
公
共

１６

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）
で
は
、「
下
水
道
普
及

率
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
い
つ
頃

に
達
成
で
き
る
の
か
」
と
の
質
疑
に

対
し
、「
埼
玉
県
の
計
画
に
よ
る
と
、

中
川
流
域
の
整
備
時
期
を
平
成　

年
２７

度
に
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
時
期
を

目
処
に
整
備
を
進
め
て
い
く
計
画
に

な
っ
て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。
議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て

は
、　

議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
の

１２

も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ

い
て
は
、
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
｛
平
成　

年
度
八

１６

潮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４

号
）｝
な
ど
の
専
決
処
分
関
係
２
議 

案
、
平
成　

年
度
八
潮
市
一
般
会
計

１６

補
正
予
算
（
第
５
号
）
分
割
付
託
を

は
じ
め
、
補
正
予
算
関
係
２
議
案
、

八
潮
市
土
砂
等
の
た
い
積
及
び
投
棄

の
規
制
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て
の

１
議
案
を
あ
わ
せ
て
５
議
案
の
審
査

を
行
い
ま
し
た
。

　

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
｛
平
成　

年
度
八
潮
市
国

１６

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）｝
の
関
連
で
は
、「
国
保

対
策
に
つ
い
て
、
９
人
の
特
別
班
が

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
夜
の
対
応
が

多
い
の
に
、
時
間
外
の
補
正
が
な
い

の
は
な
ぜ
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、

「
時
差
勤
務
を
取
り
入
れ
て
対
応
し

て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
し
た
。

　

八
潮
市
土
砂
等
の
た
い
積
及
び
投

棄
の
規
制
に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

で
は
、「
土
砂
等
の
た
い
積
に
係
る

土
地
の
区
域
の
面
積
を
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
か
ら
３
０
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
下
に
し
た
根
拠
は
」
と

の
質
疑
に
対
し
、「
埼
玉
県
の
規
制

が
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
と

い
う
こ
と
で
、
未
満
は
各
自
治
体
で

規
制
す
る
こ
と
を
受
け
た
も
の
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
の
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

４
議
案
す
べ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。

 
■
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備

特
別
委
員
会
の
開
催

　

平
成　

年　

月
９
日
、
つ
く
ば
エ

１６

１２

ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備
特
別
委
員
会

を
開
催
し
、
八
潮
駅
の
現
地
視
察
を

行
い
ま
し
た
。
現
地
視
察
後
、
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
及
び
八
潮
南
部
地

区
整
備
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
執

行
部
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行

い
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
議
会
中
に
飯
山
議
長
が
、
ご
逝

去
さ
れ
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
よ
り
ご
冥

福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
定
例
会
で
は
、
平
成　

年
度
の

１７

予
算
編
成
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
予
算
関

連
の
一
般
質
問
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
歳

入
に
お
い
て
、
地
方
交
付
税
が
削
減
さ
れ
る

中
、
厳
し
さ
を
増
し
、
本
格
的
な
景
気
回
復

の
兆
し
は
、
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

費
用
対
効
果
と
い
う
面
か
ら
も
私
達
も
見

て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
災

害
の
多
い
年
で
し
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

平
成　

年
度
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
開
通
を

１７

目
前
に
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
明
る

い
住
み
良
い
街
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
た

い
と
感
じ
る　

月
の
定
例
会
で
あ
り
ま
し
た
。

１２

（
小
倉　

順
子
）

編 集

後 記
議会報編集委員会から

総
務
文
教
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

民
経
消
防
常
任
委
員
会

　

本
会
議
及
び
委
員
会
は
、

ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

定
例
会
は
年
４
回
開
か 

れ
、
次
回
は
２
月　

日
に
開

２８

会
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

傍
聴
は
、
市
議
会
の
活
動

に
ふ
れ
る
こ
と
の
で
き
る
身

近
な
方
法
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

傍
聴
し
て
く
だ
さ
い
。

●
本
会
議
の
傍
聴

　

本
会
議
場
の
傍
聴
席
は
、

記
者
席
４
席
、
一
般
席　

席
４２

が
あ
り
ま
す
。

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方 

は
、
傍
聴
受
付
簿
に
住
所
・

氏
名
を
記
入
し
、
傍
聴
者
入

口
か
ら
傍
聴
席
に
入
り
ま 

す
。

●
委
員
会
の
傍
聴

　

委
員
会
の
傍
聴
で
き
る
人

数
は
、　

人
ま
で
で
す
。

１０

　

な
お
、傍
聴
の
手
続
き
は
、

本
会
議
と
同
様
で
す
。

●
傍
聴
す
る
際
の
注
意
事
項

　

傍
聴
す
る
際
は
、
拍
手
を

し
た
り
騒
ぎ
立
て
て
は
い
け

な
い
な
ど
の
傍
聴
規
則
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、傍
聴
さ
れ
る
方
は
、

傍
聴
席
に
お
い
て
写
真
、
ビ

デ
オ
等
の
撮
影
又
は
録
音
等

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
平
成　

年
第
４
回
定
例
会

１６

の
傍
聴
者
数　

名
】

５９

議会を傍聴しましょう

次回の定例会は２月２８日開会予定
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